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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

西

谷

正

は
じ
め
に

考
古
学
が
物
質
資
料
に
よ
っ
て
歴
史
構
成
を
行
う
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
文
献
史
料
が
豊
富
に
あ
る
中
・
近
世
も
研
究
対
象
に
な

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
日
本
考
古
学
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
中
・
近
世
考
古
学
に
関
し
て
、
め
ざ
ま
し
い

発
掘
調
査
や
重
要
な
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
学
界
状
況
に
鑑
み
て
、
朝
鮮
半
島
の
中
・
近
世
考
古
学
の

研
究
に
着
手
し
て
久
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
い
ら
い
、
九
州
大
学
文
学
部
の
考
古
学
講
義
に
お

い
て
、
体
系
的
に
取
り
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
、
講
義
内
容
の
一
部
を
公
け
に
し
、
こ
ん
ご
の
研
究
の
展
開
の

基
礎
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
中
世
・
高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
を
取
り
扱
っ
た
が
、
次
回
は
、
近
世
・
李
朝
考
古
学
を

取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

さ
て
、
統
一
新
羅
時
代
末
期
の
動
乱
期
に
、
朝
鮮
半
島
の
中
西
部
に
当
る
松
獄
郡
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
開
城
の
豪
族
・
王
建
（
太

祖
）
は
、
泰
封
の
王
で
あ
っ
た
弓
育
を
追
い
出
し
て
王
位
に
登
り
、
国
号
を
高
麗
と
し
た
。
そ
れ
は
、
西
暦
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ

る
。
王
建
は
、
首
都
を
開
城
に
定
め
た
後
、
九
三
五
（
太
祖
一
八
）
年
に
は
新
羅
を
平
和
的
に
併
合
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
後
百
済
を

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
二
四

滅
ぼ
し
て
全
国
を
統
一
し
た
。
太
祖
は
、
北
方
を
開
拓
し
て
、
内
政
に
力
を
尽
す
と
と
も
に
、
仏
教
を
保
護
し
、
そ
し
て
、
古
く
か

ら
の
貴
族
と
土
豪
を
抱
き
込
ん
で
統
治
体
制
を
整
備
し
た
。
景
宗
・
成
宗
代
に
お
け
る
国
家
の
基
盤
整
備
を
経
て
、
第
二
代
文
宗

に
至
る
と
、
田
制
・
官
制
・
兵
制
な
ど
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
細
部
に
わ
た
っ
て
完
備
し
、
中
央
集
権
的
国
家
体
制
が
完
成
し
た
。
こ
こ

に
国
運
が
隆
盛
し
、
文
化
の
発
達
も
目
を
見
は
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
武
臣
た
ち
が
台
頭
し
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
間
で
権

力
闘
争
が
頻
発
す
る
と
と
も
に
、
地
方
で
も
反
乱
が
起
り
、
国
の
形
勢
が
非
常
に
乱
れ
た
。
武
臣
聞
の
争
い
は
二
九
六
（
明
宗
二

六
）
年
、
僅
忠
献
の
政
権
掌
握
で
一
段
落
し
、
王
を
健
備
と
す
る
屋
氏
一
家
の
武
断
政
治
が
始
ま
っ
た
。
崖
氏
の
執
権
は
し
ば
ら
く

続
い
た
が
、
一
二
＝
二
（
高
宗
一
八
）
年
に
蒙
古
軍
が
侵
入
し
て
く
る
と
、
王
を
奉
っ
て
首
都
を
江
華
島
に
移
し
て
抗
戦
し
た
。
や

が
て
王
権
が
回
復
し
た
後
、
元
宗
は
蒙
古
と
講
和
し
、
一
二
六
四
（
元
宗
五
）
年
に
開
城
に
・
遷
都
し
た
。
し
か
し
、
高
麗
は
事
実
上
、

蒙
古
す
な
わ
ち
元
の
支
配
を
受
け
、
王
は
元
の
皇
室
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
命
脈
を
維
持
し
た
。
そ
の
後
、
元
の
勢
力
が
新
た

に
起
っ
た
明
に
押
さ
れ
る
と
、
恭
懲
王
は
元
の
勢
力
を
追
い
出
し
て
、
国
権
を
回
復
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
廷
の
基
盤
を
固
め
る
前

に
、
中
国
の
紅
巾
軍
と
倭
窓
が
攻
め
寄
せ
た
た
め
、
王
は
そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
武
臣
た
ち
を
重
用
し
た
の
で
、
李
成
桂
の
よ
う
な
新

興
の
武
将
た
ち
が
勢
い
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
李
成
桂
は
実
権
を
握
り
、
一
三
九
二
（
恭
譲
王
四
）
年
、
つ
い
に
高
麗

王
朝
を
打
倒
し
、
朝
鮮
王
朝
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

開
城
の
遺
跡

前
述
の
と
お
り
、
高
麗
の
首
都
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
朝
鮮
半
島
中
西
部
、
旧
京
畿
道
の
西
北
部
に
位
置
す
る
が
、
現
在
は
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
関
城
市
に
属
す
る
。
開
城
の
遺
跡
に
は
、
都
城
・
山
城
・
寺
院
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

太
祖
王
建
は
、
そ
の
こ
（
九
一
九
）
年
か
ら
宮
殿
を
造
営
し
、
坊
里
を
五
部
に
分
け
た
と
い
わ
れ
る
。
王
都
は
、
当
初
、
北
の
松

獄
、
南
の
龍
崎
山
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
地
形
を
防
備
線
と
し
た
が
、
顕
宗
代
に
至
っ
て
契
丹
の
侵
入
に
備
え
る
た
め
、
周
囲
に
土
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第1図 会慶殿門の礎石群と会慶殿基壇遺構

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

築
と

一
部
重
要
部
分
に
石
築
の
羅
城
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

1986.4.17 

二
O
（
一
O
二
九
）
年
に
完
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
総
延
長
三
六
・

二
キ
ロ
の
城
壁
に
は
大
門
四
、
中
門
八
、
小
門

二
二
の
合
計
二
五
の
城

門
を
開
い
た
こ
と
が
『
高
麗
史
』
に
見
え
る
。

そ
の
中
に
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
各
種
の
文
献
史

料
を
参
考
に
し
て
、
城
門
の
比
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
四
大
門
に

限
っ
て
紹
介
す
る
と
、
南
方
に
会
賓
門
、
東
南
方
に
長
覇
門
、
東
方
に

崇
仁
門
、
そ
し
て
、
西
方
に
宣
義
門
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
さ
れ
た
。

松
最
南
麓
に
は
、
満
月
台
と
称
す
る
王
宮
跡
が
あ
る
。
王
宮
の
正
円

で
あ
る
昇
平
門
を
入
っ
て
奥
に
進
む
と
、
さ
ら
に
神
鳳
門
・
間
関
門
が

南
北

一
列
に
立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
背
後
の
高
台
に
は
正
殿
で
あ
る

会
慶
殿
の
ほ
か
、
長
和
殿
・
元
徳
殿
・
乾
徳
殿
な
ど
が
偉
容
を
誇
っ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の
建
造
物
は
高
麗
末
期
に
消
失
し
た
が
、
現
在
、
王
宮

跡
に
は
殿
堂
や
門
廊
の
礎
石
が
よ
く
残
り
（
第

一
図
）
、
そ
の
付
近
で
は

階
段
に
使
用
し
た
石
龍
頭
が
現
存
し
、
ま
た
、
多
数
の
瓦
埼
が
出
土
す

る
。
満
月
台
に
対
し
て
、

共
和
国
で
は
一
部
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
、
若
干
の
研
究
も
知
ら
れ
る
。

都
城
内
で
は
、
広
明
寺
・
日
月
寺
・
法
王
寺
な
ど
の
寺
院
の
造
営
が

相
つ
い
で
行
わ
れ
た
が
、
寺
院
跡
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

五
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1986.4.17 

た
だ
、
開
城
市
の
北
東
一

二
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
板
門
郡
の

仏
日
寺
跡
は
、
貯
水
池
で
水
没
す
る
た
め
、

一
九
五
九
年
と
翌
年
に
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、

重
要
な
成
果
を
収
め
た
。
仏
日
寺
は
第
四
代
光
宗
の

二

（九
五

一
）
年
に
創
建
さ
れ
た
が
、
李
朝
時
代
に
な
っ
て
漢
城
へ
遷
都

さ
れ
て
か
ら
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、
寺
域
は
三
つ
の
区

画
か
ら
な
る
が
、
中
央
区
画
で
は
主
要
建
物
が
南
北
一
直
線
に
並
ぶ

一
塔

式
の
伽
藍
配
置
で
あ
り
、
そ
の
西
側
に
も
塔
を
欠
く
が
、
付
属
伽
藍
を
も

恭懸王陵（後方）と同妃陵（手前）

つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
舎
利
壇
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
施

設
群
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
重
石
塔
の
移
築
に
伴
う
解
体
工
事

の
際
、
第
一
層
と
第
二
層
の
塔
身
内
部
か
ら
、
金
銅
製
塔
三

・
小
形
石
塔

二
二

・
舎
利
合
子
三
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
金
銅
製
の
う
ち
九
重
塔

内
か
ら
は
、
絹
布
で
包
ま
れ
た
紙
製
陀
羅
尼
経
と
ガ
ラ
ス
製
瓶
・

念
珠
も

見
つ
か
っ
た
。

開
城
市
か
ら
北
へ
お
よ
そ
二
六
キ
ロ
の
地
点
に
築
か
れ
た
大
興
山
城

は
、
海
抜
七
六
二
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
立
地
す
る
。
石
築
の
城
壁
の
総
延

第2図

長
が
七
、
八

0
0メ
ー
ト
ル
に
、

自
然
の
絶
壁
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
が
二
、

三
0
0メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
山
城
と
し
て
、
首
都
防
衛
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
大
興
山
城
に
対
す
る
概
要
は
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
発
掘
調
査
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : None



開
城
市
に
隣
接
す
る
開
豊
郡
に
は
、
太
祖
の
顕
陵
を
は
じ
め
、
恭
態

王
の
王
陵
と
同
王
妃
の
玄
陵
な
ど
、
高
麗
王
室
の
歴
代
の
陵
墓
が
知
ら

れ
る
。
そ
の
う
ち
、
恭
慰
王
・
同
王
妃
陵
の
周
囲
や
正
面
前
方
に
飾
ら

れ
た
各
種
の
石
造
装
飾
物
や
石
人
・
石
獣
な
ど
は
、
彫
刻
と
し
て
も
優

れ
た
作
品
で
あ
る
（
第
二
図
）
。
高
麗
王
陵
に
対
す
る
基
礎
的
調
査
は
、

早
く
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
こ
こ
二

O
年
ほ
ど

の
聞
に
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
高
麗
の
太
祖
・
王
建
の
顕
陵
が
一
九

九
0
年
代
初
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
横

穴
式
石
室
の
玄
室
の
四
つ
の
側
壁
と
天
井
に
壁
画
が
見
ら
れ
た
。
と
く

に
、
松
・
竹
・
梅
を
見
事
に
描
い
た
も
の
で
、
朝
鮮
半
島
最
古
の
文
人

画
と
い
わ
れ
る
。

一
九
七
八
年
に
調
査
さ
れ
た
第
三
代
定
宗
の
安
陵

は
、
横
穴
式
石
室
に
風
景
画
・
星
宿
図
な
ど
の
壁
画
が
認
め
ら
れ
、
陶

磁
器
な
ど
の
遺
物
を
若
干
出
土
し
た
。

,, 

江
華
島
・
珍
島
・
済
州
島
の
遺
跡

江
華
島
は
、

一
二
三
二

（
高
宗
一
九
）
年
に
蒙
古
軍
の
侵
入
に
対
し

て
長
期
抗
戦
を
行
う
た
め
に
、
一
時
的
に
都
邑
が
遷
さ
れ
、
江
都
と
呼

ば
れ
た
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
三
九
年
間
に
わ
た
っ
て
、

吉
岡
麗
考
古
学
の
諸
問
題

吋ぺ湾事貯＇＂＇
-・ J最
－．， 

七
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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
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こ
こ
に
王
室
が
置
か
れ
て
い
た
。
王
宮
跡
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

現
在
、
部
分
的
に
復
元
さ
れ
、
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
（
第
三

図
）
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、

一
九
七
七
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

1979.2.18 

し
か
し
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
瓦
片
が
出
土
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
王
都
の
防
備
は
二
重
の
城
壁
で
固
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

が
、
現
在
、
そ
の
痕
跡
は
部
分
的
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
、

＝
一
郎
山
城
は
実
に
よ
く
遺
存
し
て
い
る
（
第
四
図
）
。
そ
し
て
、

一
九
七
六
年
に
は
、
八
高
大
蔵
経
木
版
が
奉
安
さ
れ
て
い
た
禅
源
寺
の

遺
跡
が
、
江
華
郡
仙
原
面
智
山
里
で
見
つ
か
り
、
実
測
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
く
困
層
段
か
ら
構
成
さ
れ
る
山
地
伽
藍
で
あ

る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

高
麗
の
王
室
が
江
華
島
か
ら
還
都
し
た

一
二
七

O
（
元
宗

一
一
）
年
、

三郎山城跡第4図

崖
氏
執
権
時
代
に
江
華
島
守
備
の
主
力
部
隊
で
あ
っ
た
三
別
抄
は
、
蒙

古
勢
力
に
対
し
て
反
乱
を
起
し
た
。
こ
の
と
き
、
三
別
抄
の
指
揮
官
で

あ
っ
た
衰
仲
孫
は
、
王
族
の
承
化
侯
温
を
王
と
し
て
推
戴
し
た
。
そ
し

て
、
宮
府
を
設
置
し
て
、
官
吏
を
任
命
す
る
一
方
、
沿
岸
警
備
を
厳
重

に
し
た
。
し
か
し
、
江
華
島
内
の
人
心
が
動
揺
し
、
文
・
武
官
の
中
に

脱
出
す
る
者
が
多
く
な
る
と
、

一変
仲
孫
は
珍
島
へ
と
移
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
珍
島
を
根
拠
地
と
し
て
沿
海
の
州
郡
を
掠
奪
し
た
。
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一
時
は
済
州
島
・
巨
済
島
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
三
一

O
余
の
島
唄
を
支
配
し
、
さ
な
が
ら
海
上
王
国
を
な
し
た
。
三
別

抄
の
珍
島
に
お
け
る
拠
点
は
龍
蔵
城
で
あ
る
（
第
五
図
）
。
こ
こ
に
新
た
に
官
府
を
開
い
た
三
別
抄
は
、
い
わ
ば
独
立
政
府
に
相
応
し

い
部
署
を
定
め
、
宮
殿
と
城
郭
を
築
い
た
わ
け
で
あ
る
。
龍
蔵
城
跡
は
、
史
跡
整
備
に
先
だ
っ
て
、
一
九
八
九
年
に
は
じ
め
て
本
格

的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
傾
斜
地
に
階
段
式
に
造
成
さ
れ
た
用
地
に
、
回
廊
で
囲
ま
れ
た
多
数
の
建
物
群
や
豊
富

な
瓦
・
陶
磁
器
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
物
群
の
ほ
ぼ
中
央
で
見
つ
か
っ
た
方
形
基
壇
は
木
塔
跡
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
寺
院
が
建
て
ら
れ
、
三
別
抄
が
入
っ
て
き
て
か
ら
宮
城
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
珍
島
に
は
、
ほ
か
に
も
戦
死
し

た
衰
仲
孫
将
軍
を
追
福
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
三
尊
石
仏
の
あ
る
龍
蔵
寺
跡
や
、
同
じ
く
衰
将
軍
が
埋
葬
さ
れ
て
い

る
と
い
う
南
桃
石
城
（
第
六
図
）
な
ど
の
遺
跡
が
あ
り
、
総
合
的
な
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
袈
仲
孫
将
軍
の
率
い
る
勢
力
が
、
金
方
慶
の
官
軍
と
蒙
古
軍
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
破
れ
る
と
、
一
部
は
逃
亡
し
、
ま

た
一
部
の
金
通
精
が
率
い
る
三
別
抄
は
耽
羅
す
な
わ
ち
済
州
島
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
内
外
の
二
城
を
築
い
て
、
最
後
の
抵
抗
を
行
っ

た
が
、
一
二
七
三
〈
元
宗
一
四
）
年
に
は
つ
い
に
破
れ
て
、
三
別
抄
の
反
乱
は
終
わ
っ
た
。
済
州
島
に
お
け
る
三
別
抄
の
最
後
の
拠

点
と
し
て
築
か
れ
た
の
が
、
紅
波
頭
城
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
遺
跡
は
土
城
の
西
南
部
の
一
部
が
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
一
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
見
事
に
復
元
整
備
さ
れ
て
い
る
（
第
七
図
）
。
一
九
七
八
年
の
竣
工
の
五
年
前
に
、
南
側
の
一
部
で
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
下
層
で
石
築
遺
構
や
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
城
郭
の
規
模
は
周
囲
六
キ
ロ
と
も
、
四
キ
ロ
と
も
い
わ

れ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
キ
ロ
ほ
ど
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
遺
跡
地
に
は
小
さ
な
展
示
館
が
あ
り
、
出
土
し
た
瓦
・
陶
磁
器
を

展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
屋
外
に
は
礎
石
類
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
第
八
図
）
。
紅
波
頭
城
は
、
済
州
島
の
城
郭
の
中
で
最
大
規
模
を
も

ち
、
ま
た
、
土
城
と
し
て
は
唯
一
の
例
と
し
て
、
三
別
抄
の
本
拠
と
す
る
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

宋
錫
範
氏
に
よ
る
と
、
外
城
は
土
城
で
、
周
囲
お
よ
そ
六
キ
ロ
に
及
ぷ
広
大
な
も
の
で
、
こ
の
付
近
の
丘
陵
を
起
点
と
し
て
、
南

方
盆
地
か
ら
平
野
一
帯
に
か
け
て
楕
円
形
に
展
開
し
て
い
る
。
一
方
、
内
城
は
金
通
精
の
居
城
で
あ
っ
て
、
丘
陵
南
側
に
位
置
す
る
。

こ
う
し
て
、

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
二
九
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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一一一一一一

ま
た
、
そ
の
北
麓
下
に
は
大
早
越
で
も
渇
れ
な
い
と
い
う
石
泉
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
関
野
雄
氏
は
、
古
く
一
九
三
八
（
昭
和
一

一
二
）
年
に
こ
こ
を
踏
査
さ
れ
て
い
る
が
、
関
野
氏
に
よ
れ
ば
、
内
城
は
一
辺
が
一
町
半
ば
か
り
（
百
数
十
メ
ー
ト
ル
）
の
ほ
ぼ
正
方

形
の
小
さ
な
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
付
近
に
は
、
か
つ
て
建
物
が
あ
っ
た
ら
し
く
無
数
の
瓦
の
破
片
が
散
乱
し
、
随
所
に
高
麗
青

磁
の
破
片
が
散
布
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
加
工
さ
れ
た
石
材
も
認
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
関
野
氏
が
踏
査
さ
れ
た
当

時
、
す
で
に
内
城
の
城
壁
は
そ
の
数
年
前
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
関
野
氏
は
痕
跡
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
外
城
に
つ
い
て
も
、
平
均
十
数
尺
の
高
さ
を
保
ち
、
切
断
面
を
見
る
と
、
土
居
と
石
塊
層
を
交
互
に
十
数

層
重
ね
た
形
跡
が
あ
り
、
土
塁
の
築
造
の
方
法
が
う
か
が
え
る
と
し
て
、
貴
重
な
記
録
を
残
さ
れ
た
。

城
郭
の
周
囲
に
は
、
運
河
を
掘
っ
た
痕
跡
も
残
っ
て
お
り
、
城
郭
西
方
の
民
基
の
周
囲
に
門
跡
の
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。
土
城
の

外
郭
に
は
瓦
窯
跡
が
よ
く
迫
存
す
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
瓦
窯
は
、
お
そ
ら
く
鉦
波
頭
城
で
使
用
す
る
屋
瓦
の
供
給
窯
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
関
野
氏
が
一
九
三
八
年
に
採
集
さ
れ
た
瓦
の
破
片
の
中
に
、
「
高
内
村
：
：
：
辛
丑
二
月
：
：
：
」
と
刻
ん
だ
文

字
瓦
が
あ
る
。
関
野
氏
は
、
高
内
村
を
現
在
の
北
済
州
郡
涯
月
邑
涯
月
面
高
内
里
で
、
こ
の
土
城
の
西
方
六
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
海
辺
の
村
落
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
鉦
波
頭
城
へ
の
供
給
瓦
窯
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
別
抄
に
係
わ
る
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
長
城
が
あ
る
。
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
済
州
牧
の
古
跡
の
条
に
は
、
古
長
城
と
し
て
、

「
沿
海
環
築
、
周
三
百
余
里
、
高
麗
元
宗
時
、
三
別
抄
叛
拠
珍
島
、
王
遺
侍
郎
高
汝
林
等
子
耽
羅
、
領
兵
一
千
以
備
之
、
因
築
長
城
」

と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
関
野
氏
は
、
そ
の
遺
跡
を
北
済
州
郡
旧
左
面
下
道
里
・
南
済
州
郡
城
山
面
温
坪
里
・
同
新
山
里
な
ど

の
海
岸
に
残
る
石
塁
を
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
も
、
全
島
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
海
か
ら
上
陸
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
だ
け
、
防
御
の
目
的

で
築
い
た
も
の
と
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
現
在
、
北
済
州
郡
朝
天
面
北
村
里
の
遠
海
長
城
を
、
そ
の
一
部
に
当
て
る
。
石
塁
は
、
島
内

に
随
所
に
追
存
し
て
い
る
が
、
こ
こ
の
石
塁
が
も
っ
と
も
よ
く
残
り
、
長
さ
が
五

0
0メ
ー
ト
ル
、
幅
一

i
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二

ー
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
規
様
で
あ
る
。



前
述
の
と
お
り
、
三
別
抄
は
、
一
二
七
三
年
に
済
州
島
に
お
い
て
、
蒙
古
と
高
麗
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
が
鎮
圧
さ
れ
る

と
、
そ
の
翌
年
に
は
、
文
永
の
役
と
な
っ
て
、
こ
ん
ど
は
日
本
が
襲
来
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
高
麗
や
三
別
抄

の
考
古
学
上
の
遺
跡
や
造
物
の
調
査
・
研
究
は
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

四

山
城
・
長
城
・
鎮
城

高
麗
時
代
に
お
い
て
も
、
防
衛
施
設
と
し
て
、
各
種
の
城
郭
が
発
達
し
た
。
そ
の
う
ち
、
釜
山
広
域
市
釜
山
鎮
区
堂
甘
澗
で
、
一

九
九
四
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
東
平
県
城
跡
は
、
数
少
な
い
城
郭
の
調
査
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
塁
が
東

西
三

O
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
四
八
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
ほ
ぼ
楕
円
形
に
め
ぐ
り
、
総
面
積
一

O
八
、
四
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規

模
を
有
す
る
こ
と
や
、
東
・
西
・
南
方
に
一
つ
ず
つ
の
城
門
を
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
瓦

の
中
に
、
「
大
平
」
と
い
う
年
号
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
一
世
紀
初
つ
ま
り
高
麗
初
期
の
築
造
と
推
定
さ
れ
た
。

こ
こ
の
土
塁
は
版
築
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
・
外
両
側
面
は
石
築
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
高
麗

時
代
の
土
塁
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
土
石
混
築
や
、
瓦
の
破
片
を
一
定
の
厚
さ
に
敷
い
て
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
な
ど
多
様
で
あ

ス
w
oさ
て
、
高
麗
が
、
北
方
か
ら
の
契
丹
族
な
ど
の
侵
入
に
備
え
て
長
城
を
築
い
た
こ
と
は
、
一
平
く
か
ら
知
ら
れ
、
調
査
も
行
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
千
里
長
恥
ぽ
、
二
世
紀
の
前
半
に
、
西
は
平
安
北
道
新
義
州
市
の
鴨
緑
江
河
口
付
近
か
ら
、
東
は
成
鏡
南
道
定
平
郡

の
東
朝
鮮
湾
ま
で
、
延
々
六
三
一

0
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
、
注
目
を
引
い
て
い
る
の
は
、

平
安
北
道
の
中
部
を
北
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
大
寧
江
と
、
そ
の
支
流
の
昌
城
江
の
東
側
に
沿
っ
て
築
か
れ
た
、
総
延
長
約
一
二

0

キ
ロ
の
大
寧
江
長
城
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
二
八
個
所
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
高
さ
三

i
七

Anv 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遺
存
す
る
土
石
混
築
の
土
塁
の
構
造
が
わ
か
り
、
高
麗
時
代
の
瓦
や
陶
磁
器
が
多
数
出
土
し
た
。
こ
の
長
城
に
は
邑

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
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五

寺
院
跡
と
仏
教
遺
物

前
述
し
た
首
都
開
城
の
郊
外
に
営
ま
れ
た
仏
日
寺
の
遺
跡
の
ほ
か
に
も
、
各
地
で
寺
院
跡
の
発
掘
調
査
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

ま
ず
、
忠
清
北
道
中
原
郡
の
石
窟
寺
院
跡
が
発
掘
さ
れ
、
石
窟
の
精
密
な
実
測
図
が
完
成
し
た
。
忠
清
南
道
大
徳
郡
の
弥
勅
院
跡
は
、

（

nv

《鈎
V

高
麗
末
期
以
後
に
地
方
家
族
の
黄
氏
一
門
と
係
わ
り
が
あ
る
寺
院
で
、
そ
の
遺
構
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
江
原
道
褒
陽
郡
の
陳
回
寺

跡
（
第
一

O
図
）
や
、
全
羅
北
道
南
原
郡
の
高
福
寺
跡
も
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
発
掘
成
果
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
高
福
寺
跡
で
は
、

一
九
七
九
年
か
ら
五
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
木
塔
を
中
心
に
、
西
・
北
・
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
金
堂
を
配
置

す
る
と
い
う
、
高
麗
で
は
じ
め
て
の
一
塔
三
金
堂
形
式
の
伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
高
句
麗
の
清
岩
里
廃
寺
と
の
共
通
点

が
指
摘
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

高
麗
時
代
に
創
建
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
前
代
か
ら
引
き
続
き
高
麗
時
代
ま
で
法
灯
が
守
ら
れ
て
い
た
寺
院
跡
に
対
す
る
、
重

要
な
発
掘
調
査
例
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
包
｝

江
原
道
麟
蹄
郡
・
寒
渓
寺
跡
円お）

慶
尚
北
道
慶
州
市
・
錫
杖
寺
跡内
uv

同

軍

威

郡

・

麟

角

寺

跡
《
岨
岬
）

慶
尚
南
道
蔚
州
郡
・
澗
月
寺
跡

同

隙

川

郡

・

霊

巌

寺

跡

同

竹

竹

里

廃

寺

跡

同

天

徳

寺

跡

【
鈴
）

釜
山
広
域
市
北
区
・
高
徳
寺
跡

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
五
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1979.3.29 陳田寺跡の石塔第 10図（2)

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : None



高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
七



高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
八

忠
清
北
道
清
州
市
・
興
徳
寺
跡
（
第
二
図
〉

忠
清
南
道
論
山
郡
・
開
泰
寺
跡

光
州
広
域
市
東
区
・
元
暁
寺
跡

全
羅
南
道
和
順
郡
・
雲
住
寺
跡円一制

V

同

康

津

郡

・

月

南

寺

跡

な
お
、
高
麗
時
代
の
寺
院
跡
調
査
に
と
っ
て
、
基
礎
資
料
が
集
ぬ
F
れ
た
こ
と
は
、
こ
ん
ご
の
研
究
の
展
開
に
大
き
く
稗
益
す
る

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
な
寺
院
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
は
、
大
量
の
屋
瓦
・
陶
磁
器
の
ほ
か
、
ま
れ
に
は
仏
像
・
党
鐘
そ
の

ほ
か
、
仏
教
関
係
の
遺
物
が
出
土
す
る
。

ま
ず
、
屋
瓦
に
関
し
て
は
、
統
一
新
羅
や
溺
海
の
系
譜
を
引
く
各
種
の
製
品
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
製
仇
官
術
や
銘

文
・
紋
様
な
ど
の
研
究
は
散
見
す
る
が
、
本
格
的
か
つ
体
系
的
な
分
類
や
編
年
の
研
究
は
、
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
展
開
を
見
せ
て
い

ω】
｛

日

開

V

な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
瓦
窯
跡
の
発
掘
調
査
は
重
要
で
あ
る
が
、
慶
尚
北
道
の
太
郎
市
・
龍
水
洞
や
慶
州
市
・
東
方
洞
な
ど
に
お

け
る
調
査
例
は
貴
重
で
あ
る
。

光
州
広
域
市
東
区
の
武
珍
城
は
、
下
層
建
物
遺
構
が
統
一
新
羅
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
上
層
建
物
遺
構
は
後
三
国
時
代
か
ら
高

麗
時
代
初
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
瓦
の
中
に
は
、
「
官
」
・
「
城
」
銘
の
文
字
瓦
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら

の
文
字
瓦
は
、
統
一
新
羅
時
代
末
期
か
ら
高
麗
時
代
初
期
に
か
け
て
の
こ
ろ
、
建
物
の
修
理
や
再
建
な
ど
を
契
機
に
、
特
定
の
瓦
窯

で
生
産
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
当
時
の
瓦
の
生
産
体
制
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
日
本
古
代
の
平
安
京
出
土
瓦
の
分
析
と
比
較
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
慶
州
を
中
心
に
出
土
し
、
統
一
新
羅
時
代
の
所
産
と

さ
れ
て
き
た
瓦
当
の
中
に
、
高
麗
時
代
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
に
お
け
る
琉
球
時
代
の
グ
ス
ク



出
土
の
高
麗
系
瓦
は
、
高
麗
の
瓦
製
作
技Ah

開
】

術
を
継
承
し
た
技
術
者
の
南
島
で
の
生
産

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実

は
、
手
工
業
生
産
に
お
け
る
技
術
交
流
と

い
う
点
で
も
、
こ
ん
ご
の
さ
ら
な
る
研
究

が
待
た
れ
る
。

高
麗
の
仏
教
関
係
遺
物
で
顕
著
な
も
の

｛

日

制

｝

【

回

制

）

に
、
党
鐙
・
金
鼓
（
第
一
二
図
）
・
香
炉

な
ど
、
金
属
工
芸
品
に
優
秀
な
製
品
が
多

い
。
仏
教
と
は
直
接
係
わ
ら
な
い
も
の

円

m刷
】

｛

同

国

｝

の
、
金
属
工
芸
品
で
は
銅
鏡
も
注
目
さ
れ

る
。
そ
の
う
ち
、
党
鎖
に
関
連
し
た
問
題

に
つ
い
て
の
み
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
こ

の
と
こ
ろ
、
日
本
で
は
各
地
で
古
代
か
ら
中
世
の
党
鐘
の
鋳
造
遺
構
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
で
も
慶
尚
北
道
月
城
郡
の

円
曲
四
日

感
恩
寺
跡
に
お
い
て
、
同
種
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
寺
院
付
属
工
房
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
対
比
資
料
と
し
て
大
い
に
参
考

《

ω｝

に
な
ろ
う
。
ま
た
、
銅
鐘
の
撞
座
と
上
・
下
帯
の
文
様
の
編
年
研
究
は
、
瓦
当
の
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

-'-，、
墳
墓

第12図

高
麗
の
墓
飢
ぽ
、
大
き
く
分
け
る
と
、
土
葬
と
火
葬
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
土
葬
に
は
石
室
墓
と
、
土
墳
墓
も
し
く
は
木
棺
墓

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
九










































